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令和６年度第５回沖縄県中学校英語教育研究大会に関するアンケートへのご協力をよろしくお願いし

ます。 

１ 公開授業に関するご質問・ご感想をご記入下さい。 

      ご質問への回答は、授業研究会の中で取り上げさせていただきます。      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 全体会【講演会】についてご感想をご記入下さい。 

          

 

 

 

 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。来年度は、島尻地区開催となります。 

資 料 

 

１ アンケートフォーム・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（p. １） 

２ 実施要項・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（p. ２） 

３ 公開授業指導案・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（p. ３） 

４ 第７２回九州地区英語教育研究大会(大分大会)分科会発表要旨・・・・・・・（p. ７） 

５ 沖縄県中学校英語教育研究会事業計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・（p.１３） 
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令和 6年度 沖縄県中学校英語教育研究大会実施要項 
 

 

１ 目的 

（１）本県英語教育の発展を目指した情報交換の場とする。 

（２）英語教員の資質向上に資する研修の場とする。 

 

２ 授業研究会の内容 

（１）名 称：令和６年度 第５回沖縄県中学校英語教育研究大会 

 

（２）主 催：沖縄県中学校学校英語教育研究会 

 

（３）日 時：令和６年１１月２９日（金） １３:４５ ～１６:４５   

 

（４）場 所：北中城村市北中城中学校 

      （〒901-2311 沖縄県中頭郡北中城村喜舎場３０６） 

 

（５）内 容：Ⅰ公開研究： 川田 奈々 教諭（北中城中学校） 

Ⅱ研究発表： 前田 安子 教諭（名護市立屋部中学校教諭） 

             （オンデマンド） 

       Ⅲ講  話： 山田 誠志 教授（至学館大学 こども健康・教育学科） 

    

（６）日 程 １３:１５  ～ １３:４５ （３０分）受付・資料配布 

       １３:４５  ～ １４:３５ （５０分）公開授業 

       １４:３５  ～ １４:５０ （１５分）休 憩 

       １４:５０  ～ １６:３０ （100分）指導助言及び講話 

１６:３５ ～ １６:４０ （ ５分）アンケート回答 

１６:４０ ～ １６:４５ （ ５分）閉 会 

 

３ 参加申し込み方法 

  別添の参加申し込み用紙にて FAX、メール、又は QRコードより formsにて申し込み

をお願いします。 

 

※ 会場には十分な駐車スペースがございません。ご来校の際は、できる限り乗り合わせの

上、お越しいただきますようお願い致します。 

 

 

 



中頭教育事務所指導案 

第３学年 外国語活動 ／ 外国語科学習指導案 

 

令和６年１１月２９日 ５校時 

 北中城村立北中城中学校 ３年４組 ３３名 

授業者   川田 奈々 

                                  T2  マーカス フルモト 

 

１ 単元名                       年間指導計画ｐ20（11-12 月）指導内容 

  教材名：Unit6 「The Chorus Contest」（光村図書 Here We Go! 3 年） 

 

 

 

２ 単元の目標 

（１）現在分詞・過去分詞による後置修飾や間接疑問文の基本的な用法を理解することができる。 

（知識及び技能） 

（２）自分の学校生活について、写真にぴったりの説明やせりふを考えて、伝えることができる。 

                           （思考力、判断力、表現力等） 

（３）自分の学校生活の説明や紹介を、相手を意識して伝えようと工夫している。 

                            （学びに向かう力、人間性等） 

３ 単元について 

 （１）教材観 

本単元では、中学校学習指導要領の「聞くこと」と「話すこと［発表］」に関連する内容を取り

扱い、最終的には「話すこと［発表］」の「イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ち

などを整理し、簡単な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする。」こ

とを目標とする。 

言語材料は、現在分詞・過去分詞による後置修飾と間接疑問文を取り扱っている。題材は「合唱

コンクール」で、学校行事や日常の出来事という生徒の共通の話題になっている事柄である。単元

を通して、自分の説明したいことが話せるような授業を展開し、北中城中学校の学校生活について

伝えられるような能力を身につけさせたい。 

 

 （２）児童（生徒）観 

昨年度末の沖縄県学力到達度調査の結果では、英語の平均正答率は 46%と、県の平均 49%と 3%

の差があることがわかった。また、2 学期初めに行ったアンケート調査では、「英語が苦手である」

と答えた生徒は 6 割であった。しかし、「英語は将来役に立つ」と回答した生徒は 9 割おり、「聞く

こと」に次いで「話すこと」が好きであるという結果が出た。 

本学級には、アメラジアンスクールに通っている生徒が在籍しており、１学期に本校にて交流会

を行った。その際、生徒同士が英語でコミュニケーションを取る様子が見られ、やり取りの中で、

次回はアメラジアンスクールの学校行事にも参加してほしい、という提案があった。そこで、次回

交流会があった時に（場面）、アメラジアンスクールの同世代の生徒に、北中城中学校の学校生活に

ついて知ってもらうために、（目的）、写真を用いて説明する（状況）という目標を設定した。「話す

こと」は好きなので、この「伝えたい」をきっかけに、英語の苦手意識を軽くするようにする。 

 

 （３）指導観 

新文法は、実際に活用することで、コミュニケーションに活かすことができるようになるため、

ペアでどんどん活動させ、即興で伝えられるようなスモールステップを積んでいく。具体的には、

教科書の挿絵や、合唱コンクール時の実際の写真などを picture description で使用し、何かを描

写・説明するとき、後置修飾が便利だということに気づかせ、活用させる。また、ペア活動後にネ

イティブ・スピーカーのモデル文を聞いたり、よりよい表現方法を全体で共有したり、タブレット

端末で写真を見せながら発表したりするなど、生徒がスモールステップで単元の目標に近づくよう

な工夫をする。その際、初めから正確さを求めず、伝える内容を重視しながら(accuracy＜fluency)、

生徒の実態に合わせてフィードバックするよう留意する。本校英語科で共通実践している

5Keys(Smile, Clear Voice, Gesture, Reaction, Eye Contact)も継続的に活用を促し、相手意識を持

ち発表する態度も育んでいく。 

CAN-DO リスト：［SP-2］ストーリーや日常的な話題について、事実や気持ちを整理して、
簡単な文やつなぎ言葉を使って、まとまりのある内容を話すことができる。 
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中頭教育事務所指導案 

４ 単元の評価規準 

 

５ 単元の指導計画と評価計画（全 10時間） ＊○記録に残す評価 

時 
ねらい・学習活動 

目標（■）・主な言語活動等（丸数字） 

評価規準 評価方法及び 

支援が必要な児童生徒への手立て 知技 思判表 態度 

１ 扉：単元の導入 

■単元の大まかな流れを確認し、MY GOAL

をたてよう。 

紹介する写真のイメージ図を描く。 

My Goalをたてる 

Performance課題・ルーブリックの確認 

 

 

 

 

・毎時間の帯活動で picture 

description「話すこと（発

表）」の言語活動(Small Talk)

を行う。中間指導を行い、毎

時間ステップアップできるよ

うにする。 

 

・単元末に行うパフォーマン

ステストに向け、自分の説明

したいことが話せるよう毎時

間 small talk に取り組ませ

る。 

 

・毎時間の学習の振り返りは

Project Journal に記入させ

る。 

２ Part1 本文 

■Part1 本文の内容を理解し概要を捉える。 

①Picture Description(帯) 

②Part1教科書本文理解 

   

３ 

 

 

Part1 言語活動（現在分詞の後置修飾） 

■誰かについて詳しく説明しよう。 

①Small-Talk (帯) 

②後置修飾でインフォメーションギャップ 

   

４ Part2 本文 

■Part2 本文の内容を理解し概要を捉える。 

①Picture Description(帯) 

②Part2教科書本文理解 

  

 

５ Part2 言語活動（過去分詞の後置修飾） 

■おすすめの物を詳しく説明しよう。 

①Small-Talk(帯) 

②後置修飾で身近なものを紹介 

   

６ Part3 本文 

■Part3 本文の内容を理解し概要を捉える。 

①Picture Description(帯) 

②Part3教科書本文理解 

   

７ Part3 言語活動（間接疑問文） 

■誰かについて知っている情報をたずね合おう。 

①Small-Talk (帯) 

②間接疑問文でインタビュー 

③ゲットした情報を書く 

   

８ Goal 

■「北中城の魅力」を自分の言葉で伝えよう。 

①Picture Description(帯) 

②自分で作成した画像を説明する。 

   

領域 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

話
す
こ
と
（
発
表
） 

〈知識〉 

現在分詞・過去分詞による後

置修飾や間接疑問文の構造を

理解している。 

〈技能〉 

学校生活について、写真にふ

さわしい描写やせりふなどを

整理し、後置修飾などの簡単

な語句や文を用いて相手に伝

える技能を身につけている。 

アメラジアンスクールの生徒

たちに、北中城中学校を紹介

するために、学校生活につい

て、写真にふさわしい描写や

せりふなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて相手に伝え

ている。 

アメラジアンスクールの生徒

たちに、北中城中学校を紹介

するために、学校生活につい

て、写真にふさわしい描写や

せりふなどを整理し、簡単な

語句や文を用いて相手に伝え

ようとしている。 

 

記録に残す評価は行

わない。ただし、ねら

いに即して生徒の活

動の状況を確実に見

届けて指導に活かす

ことは毎時間行う。

活動させているだけ

にならないよう留意

する。 
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中頭教育事務所指導案 

９ パフォーマンステストの質の向上 

■相手を意識して、「北中城の魅力」につ

いて、自分の気持ちを加えて伝えよう。 

①ルーブリックの確認 

②Small-Talk (帯) 

③選んだ写真をペアに説明する。 

④マーカス先生に説明する。 

  

 

10 パフォーマンステスト 

単元のまとめ 
○ ○ ○ 

後日 ペーパーテスト ○ ○ ○  

 

６ 単元末または学期末におけるパフォーマンステストとルーブリック 

 （１）パフォーマンステスト 

   「アメラジアンスクールの生徒たちに、北中城中の魅力を、写真を通して紹介しよう。」 

 

発表例） 

① In Kitanakagusuku J.H.S, we have Friendship Festival. 

② We play sports together, and welcome 1st graders. 

③ Look at the boys. 

④ The boy playing tug of war is Ken. The boy standing next to him is Makoto. 

⑤ I like the festival because I can make new friends. 

⑥ ( What kind of sports event do you have?) 

 

 （２）ルーブリック 

 

７ 本時の学習【9／10時間】 

 （１）ねらい 

相手を意識して、「北中城中の魅力」について、自分の気持ちを加えて伝えよう。 

（２）本時の評価規準 

評価の観点 思考・判断・表現 

評価規準 アメラジアンスクールの生徒たちに、北中城中の魅力を紹介するために、写

真を用いて話している。 

評価方法 授業内：観察 

授業後：Project Journal 

 （３）「めざす子どもの姿」の実現に向けた授業改善（発問など授業の工夫） 

場面 工夫点 めざす子どもの姿 

４．選んだ写真をペアに説明

する 

活動後に中間指導を入れ、新

しいペアに話す時に少しずつ

クオリティを上げられるよう

アイディアを共有する。 

より伝わる工夫を試し、ブラ

ッシュアップする。 

 「英語の」知識・技能 「内容の」思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

A 北中城中の魅力について、誤

りのない正しい英文で話すこ

とができた。 

北中城中の魅力について、写真

を示しながら自分の気持ちを

添えて英語で紹介している。  

北中城中の魅力について、写真を

示しながら自分の気持ちを添えて

英語で紹介しようとしている。  

B 北中城中の魅力について、文

法や発音等に多少の誤りはあ

るが、コミュニケーションに

支障のない程度の英語で話す

ことができる。 

北中城中の魅力について、写真

を示しながら英語で紹介して

いる。 

北中城中の魅力について、写真を

示しながら英語で紹介しようとし

ている。  

C B を満たしていない。 B を満たしていない。 B を満たしていない。  

＊5Keys(Smile, Clear Voice, Gesture, Reaction, Eye Contact) 
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中頭教育事務所指導案 

 （４）展開（第９時） 

過程 学習活動・内容・発問等 予想される子どもの反応 指導上の留意点、評価等 

導
入 

10

分 

Greetings 

１．Warm-Up 

 

２．Small-Talk 

 

 

 

 

３．動画の視聴(10 秒) 

(アメラジアンスクールの生徒

１人が質問している動画) 

 

Good afternoon. 

学んだ表現を思い出しながら話す。 

 

自分の考えを伝え合う。 

 

 

 

 

動画を視聴する。（単元始めの授業

で見ているので２回目の視聴。） 

 

・英語を話しやすい

雰囲気を作る。 

 
・自分の気持ちを伝
えるために必要な表
現(I think, I like)な
どを意識させる。 
 
・BIG GOAL を再度
確認し、目的・場面・
状況を意識させる。 
・動機付けのために
動画を使用し、発表
を聞いた相手がどん
な反応をするか想像
させる。 

展
開 

 
 
25

分 

 

 

 

 

 

 

４．選んだ写真をペアに説明する 

①ペア活動⇒中間指導 

②新ペア活動⇒中間指導 

③新ペア活動 

 

〈中間指導で予想される例〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

ペアでやり取りする中で、新しい表

現を取り入れ、自分の発表をブラッ

シュアップさせる。 

 

 

 
 

・質を上げる時間に

することを共通確認

する。 

 

・中間指導を入れ、

「どんなことが言い

たかったか」確認し、

表現の幅を広げる。 

・言語面と内容面の

両方において中間指

導を行う。 

・良い例や疑問点を

全体で共有し、表現

方法を見つけさせ

る。 

終
末 

15

分 

５．代表数名がマーカス先生に

北中の魅力を伝える。 

 

６．Project Journal 

 

ペアでのやり取りを再現し発表す

る。その他の生徒は発表を聞く。 

 

今日の授業での新たな気づきや発

見を記入する。 

・振り返り記入時に

参考にできるよう、

黒板には生徒から出

てきた表現を残して

おく。 

 

（５）板書計画（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Today’s Goal 
相手を意識して、「北中の魅力」について、自分の気持ちを加えて伝えよう。 

November29th 

アメラジアンスクールの生徒たちに、北中城中の魅力を、写真を通して紹介しよう。 

相手を意識して、「北中の魅力」について自分の気持ちを加えて伝えよう。 

 

Friday 

（生徒から出てきた表現を記入する） 

In Kitanakagusuku J.H.S, we have an event called Sports 
Festival. 
Look at the boys. The boy passing a baton is Ken.  
The boy receiving it is Dai.  
I think this event is amazing because we can play sports 
together. What kind of sports event do you have? 
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九州地区英語教育研究大会第72回
鹿児島大会

  日　時
■１日目：全体会
　【小・中学校の部】　令和６年 10 月 18 日（金）10 時 00 分～ 16 時 40 分
　【高 等 学 校 の 部】　令和６年 10 月 18 日（金）10 時 00 分～ 15 時 55 分

■２日目：分科会
　【小・中学校の部】　令和６年 10 月 19 日（土） 9 時 20 分～ 12 時 00 分
　【高 等 学 校 の 部】　令和６年 10 月 19 日（土） 9 時 20 分～ 12 時 00 分

  会　場
■１日目：令和６年（2024 年）10 月 18 日（金）開会行事／公開授業／講演
　【小・中学校の部】　リナシティかのや（鹿児島県鹿屋市大手町 1-1）
　【高 等 学 校 の 部】　カクイックス交流センター　大ホール（かごしま県民交流センター　大ホール）
　　　　　　　　　　（鹿児島県鹿児島市山下町 14-50）

■２日目：令和６年（2024 年）10 月 19 日（土）分科会
　【小・中学校の部】　鹿屋市立鹿屋女子高等学校（鹿児島県鹿屋市西原 1-24-35）
　【高 等 学 校 の 部】　鹿児島県立鹿児島中央高等学校（鹿児島県鹿児島市加治屋町 10-1）

  大会テーマ
「新時代の日本人　～コミュニケーションでつながる英語教育～」

（テーマ設定理由）　
　グローバル社会、情報社会、ポストコロナ時代を迎えた今、英語教育においても、日本人として「英語を使っ
て何ができるようになるか」という原点に基づいた学びが求められています。現在、私たちは小学校・中学
校・高等学校で、ＩＣＴ機器の活用や、協働的な体験活動、多様な他者とのコミュニケーション等を意識し
たさまざまな授業実践に努めています。新たな時代をよりよく生きることができる児童・生徒の育成を目指
し、このテーマを設定しました。

※　本大会は、【小・中学校の部】は鹿屋市、【高等学校の部】は鹿児島市と分散
開催で実施します。
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  大 会 日 程
【小・中学校の部】

【高等学校の部】

※　公開授業（高等学校）は、ステージ上では行いません。そのため、参加者が授業を受ける生徒の様子を
間近で参観することができます。

 公開授業者・司会者・指導助言者

第１日 ：10月18日(金) 時　　間 第２日 ：10月19日(土) 時　　間
受　　付
開会行事
基調講演
昼食・協賛展示
公開授業（小学校）
公開授業（中学校）
授業研究（小・中学校）
閉会行事（諸連絡）

 9：15 ～ 10：00 (45)
10：00 ～ 10：20 (20)
10：30 ～ 11：50 (80)
12：00 ～ 13：20 (80)
13：20 ～ 14：05 (45)
14：20 ～ 15：10 (50)
15：25 ～ 16：15 (50)
16：25 ～ 16：40 (15)

分科会Ａ
分科会Ｂ

 9：20 ～ 10：30 (70)
10：50 ～ 12：00 (70)

第１日： 10月18日(金) 時　　間 第２日： 10月19日(土) 時　　間
受　　付
開会行事
基調講演
昼食・協賛展示
公開授業（高等学校）
授業研究（高等学校）
閉会行事（諸連絡）

 9：30 ～ 10：00 (30)
10：00 ～ 10：15 (15)
10：30 ～ 12：00 (90)
12：00 ～ 13：20 (80)
13：30 ～ 14：20 (50)
15：00 ～ 15：40 (40)
15：45 ～ 15：55 (10)

分科会Ａ
分科会Ｂ

 9：20 ～ 10：30 (70)
10：50 ～ 12：00 (70)

小 学 校 の 部

授 業 者

司 会 者
指導助言者

東　　　美　里　（鹿屋市立鹿屋小学校教諭）
坪　山　麻衣子　（鹿屋市立鹿屋小学校日本人英語指導講師ＪＴＥ）
森　重　　　輝　（鹿屋市立吾平小学校教諭）
川　上　典　子　（鹿児島純心大学人間教育学部教授）

中 学 校 の 部
授 業 者
司 会 者
指導助言者

池　田　大　恭　（鹿屋市立鹿屋中学校教諭）
亀之園　ち　え　（鹿屋市立田崎中学校教諭）
石　原　知　英　（鹿児島大学教育学部准教授）

高等学校の部
授 業 者
司 会 者
指導助言者

脇　　　久美子　（鹿児島県立甲南高等学校教諭）
池　㞍　弥　生　（鹿児島県立甲南高等学校教諭）
国　重　　　徹　（鹿屋体育大学スポーツ人文・応用社会科学系教授）
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 分科会発表者一覧
【小・中学校の部】
分科会Ａ（２日目　 9：20 ～ 10：30）

番号 発表タイトル 校種 担当県 発　表　者 発　表　概　要

２Ａ
自律的に資質・能力を
身に付けようとする生
徒の育成

中 鹿児島
石　塚　直　貴
鹿児島市立伊敷中学校

教諭

単 元 を 貫 く 到 達 目 標 (Large 
Task) を設定し、それを達成す
るまでの学習過程に自由進度学
習を意識した時間を設定するこ
とについて、県内の複数校で先
進的に２年間実践・研究したこ
とをまとめ、発表する。

４Ａ

主体的に学びに向かい
英語で発信しようとす
る児童生徒の育成
～小中連携を基盤とし
た英語教育をとおして
～

中 熊　本
佐　藤　展　幸

高森東学園義務教育学校
教諭

令和２年度から阿蘇管内の小中
連携の取組を進めてきた。今回
は、これまで研究してきた取組
や昨年度行われた県大会での授
業等について発表する。

６Ａ

主体的に英語学習に取
り組む生徒の育成～パ
フォーマンス課題を活
用したパフォーマンス
テストの実践を通して
～

中 佐　賀
岩　元　正　悟
佐賀市立思斉中学校

教諭

各学校でパフォーマンステスト
を毎学期に実施したり、本市内
教師で作成したハンドブックを
活用したりしている。さらに、
パフォーマンステストで明らか
となった成果と課題について、
意見を交換し、授業実践の改善
を目指している。

８Ａ
即興性のある英語力を
育成する指導法とその
効果

中 宮　崎
押領司　健史郎
都城市立妻ヶ丘中学校

教諭

即興で自分の考えや気持ちを伝
え合う英語力を伸ばすために、
４技能をバランスよく指導する
ことで、生徒にどのような変容
が見られたか。

９Ａ

児童が主体的に学び合
うことのできる外国語
活動・外国語科の授業
づくり

小 鹿児島
田　尾　久美子

薩摩川内市立平佐西小学校
教諭

「個別最適な学び」と「協働的な
学び」の一体的な充実を図り、「主
体的・対話的で深い学び」の実
現のために、「児童が主体的に学
び合うことのできる授業づくり」
を目指し、研究・実践を重ねて
きた。複式学級を有する小規模
校や大規模校での実践例を紹介
する。
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番号 発表タイトル 校種 担当県 発　表　者 発　表　概　要

１Ｂ
表現力の向上を目指し
て～日常的な表現活動
の取組～

中 長　崎
永　野　恭　子
時津町立鳴北中学校

教諭

表現力向上のための「話すこと」
におけるペア活動やリアクショ
ン練習、「書くこと」における
まとまりのある文章を書くため
の手立てについて、町内におけ
る日常の取組と外国語大学との
交流について紹介する。

３Ｂ

主体的に学び、未来を
創造する生徒の育成～
効果的な言語活動を取
り入れた授業改善の工
夫～

中 大　分
大　塚　慶一朗
竹田市立竹田中学校

教諭

生徒がコミュニケーションの中
で英語を使う楽しさを知り、一
人ひとりが「わかる・できる・
楽しい」授業をめざした。その
ために必要な授業における効果
的な言語活動の工夫・あり方に
ついて、研究に取り組んだ内容
を発表する。

５Ｂ
伝え合うことに喜びを
感じる子どもを育てる
英語科学習指導法

中 福　岡
井　上　美　咲
朝倉市立甘木中学校

教諭

コミュニケーションの場におい
て、キーワードを使って伝えた
い内容を構成し、相手と質問し
たり答えたりしながら目的や場
面、状況に応じたやり取りを行
い、相手に配慮しながら、互い
の情報や考えを伝え合う学習過
程についての実践。

７Ｂ 思考力や表現力を育む
学習過程の工夫 中 沖　縄

前　田　安　子
名護市立屋部中学校

教諭

自己の課題を考え、広げ、深め
るという視点から、生徒同士の
相互評価や振り返る学習活動を
帯活動で取り入れ、主体的に話
す、書くことのできる生徒を目
指した実践を紹介する。

９Ｂ

小中一貫で取り組む
G L O C A L （ T h i n k 
G l o b a l l y ,  A c t 
Locally）人材の育成
～「主体的に学習に取
り組む態度」の指導改
善を通して～

小 鹿児島

牧　　　久美子
鹿屋市立東原小学校

教諭

前　原　千代美
鹿屋市立鹿屋東中学校

教諭

学校・保護者・地域が一体となっ
て、英語を活用しながら、「郷
土理解」と「他者貢献」による
幸福感を得られるために、「主
体的に学習に取り組む態度」の
指導と評価の一体化を目指した
鹿屋市英語教育圏推進会議の組
織的な実践研究の成果と課題を
まとめる。

分科会Ｂ（２日目　10：50 ～ 12：00）
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令和６度事業計画 

月 日 曜 事     業 備考 

5 1０ 金 九英連鹿児島大会 第 1回理事会（オンライン） 沖中英研会長・事務局 

5 1３ 月 第１回沖中英研役員会（新役員体制／令和６年度事業計画／地区役員連絡会／交流） 沖中英研役員 

5 １７ 金 
沖中英研役員および地区役員連絡会 

（新役員体制／令和６年度事業計画／他） 
沖中英研役員 

各地区役員 

6 ７ 金 第２回沖中英研役員会（スキットコンテスト） 沖中英研役員 

6 28 金 英語スキットコンテスト県大会申し込み締め切り 弁論部宛（   ） 

7 1３ 土 

第４回英語スキットコンテスト沖縄県大会  

場所：沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」 

※各地区より代表２校出場 

運営：沖中英研役員 

９ ６ 金 第３回沖中英研役員会（英語弁論大会/英語研究大会/「交流」/他） 沖中英研役員 

9 ２０ 金 
高円宮杯第 7６回全日本中学校英語弁論大会沖縄県大会 

申し込み締め切り 
弁論部宛（   ） 

１０ ５ 土 

高円宮杯第 7６回全日本中学校英語弁論大会  

県予選大会 場所：沖縄県男女共同参画センター「てぃるる」

※各地区より代表２名出場 

運営：沖中英研役員 

１０ １１ 金 
弁論大会全国大会への県代表申し込みの発送 
（※代表校各自にて）必着 

読売新聞社へ 

１０ １１ 金 第４回沖中英研役員会（英語研究大会） 沖中英研役員 

10 
１８ 

１９ 

金 

土 

九英連鹿児島大会分科会 

発表：前田 安子 教諭 （国頭地区） 

司会：城間 元喜 教諭 （国頭地区） 

沖中英研役員 

沖中英研会員 

１１ 
１５ 

１６ 

金 

土 
第７４回全国英語教育研究大会（全英連埼玉大会） 沖中英研役員 

11 
２７ 

２８ 

２９ 

水 

木 

金 

高円宮杯第 7６回全日本中学校英語弁論大会 

決勝大会（有楽町よみうりホール） 
読売新聞東京本社 

１１ ２９ 金 

令和６年度 第５回沖縄県中学校英語教育研究大会 

公開授業者：  川田 奈々  教諭（中頭地区） 

実践発表者：  前田 安子  教諭（国頭地区） 

沖中英研役員 

沖縄県英語教諭 

12 
７ 

８ 

土 

日 

第 2９回沖縄県中学校総合文化祭（係分担あり） 

(スキット及びスピーチ弁論大会最優秀受賞者出場予定) 
沖中英研役員 

1 1０ 金 第５回沖中英研役員会（「交流 3９号」進捗状況・次年度計画） 沖中英研役員 

2 2１ 金 沖中英研機関紙『交流』3９号原稿提出締め切り完成→HPに掲載 広報部（     ） 

3 1４ 金 第 6回沖中英研役員会（次年度計画の提案） 沖中英研役員 

http://search.yahoo.co.jp/r/FOR=S7GK9K5V3ijlv0NFOcGi2R17c6rYky7bVyMCusYc53e6HXuIDhKxyxQtEhq9YkbFgMeYLX1vTiNF5B_28v0vQxgVbLQBx4mw23Zc9iEhkxYDCL2nVyn6PUdMwSG9ojOUUf10HgF5OdmOHaoNCdPP9L_292L8AIkwpF4NLZlHMNilJiJ9pCUJORA4ooHmbZNHARFM/_ylt=A2Ri7PgODv1a9xAAuOaDTwx.;_ylu=X3oDMTBtNHJhZXRnBHBvcwMxBHNlYwNzcgRzbGsDdGl0bGU-/SIG=11c3a6hde/EXP=1526634446/**http%3A/www.tiruru.or.jp/
http://search.yahoo.co.jp/r/FOR=S7GK9K5V3ijlv0NFOcGi2R17c6rYky7bVyMCusYc53e6HXuIDhKxyxQtEhq9YkbFgMeYLX1vTiNF5B_28v0vQxgVbLQBx4mw23Zc9iEhkxYDCL2nVyn6PUdMwSG9ojOUUf10HgF5OdmOHaoNCdPP9L_292L8AIkwpF4NLZlHMNilJiJ9pCUJORA4ooHmbZNHARFM/_ylt=A2Ri7PgODv1a9xAAuOaDTwx.;_ylu=X3oDMTBtNHJhZXRnBHBvcwMxBHNlYwNzcgRzbGsDdGl0bGU-/SIG=11c3a6hde/EXP=1526634446/**http%3A/www.tiruru.or.jp/


年度
令和２年度

(２０２０)
令和３年度
（２０２１）

令和４年度
（２０２２）

令和５年度
（２０２３）

令和６年度
（２０２４）

令和７年度
（２０２５）

令和８年度
（２０２６）

1 開催時期
第１回
11月

(ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

第２回
11月26日
(ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞ)

第３回
11月25日

第４日
12月1日

第５回
１１月29日

第６回 第７回
九英連大会と兼ねる

2 開催地区 中頭地区 島尻地区 国頭地区 那覇地区 中頭地区 島尻地区
九州地区英語
教育研究大会
【沖縄大会】

3 授業者
うんな中学校

高安直樹
糸満中学校
久山智恵子

屋我地ひるぎ学園

渡具知　武巨
寄宮中学校
兼島こずえ

北中城中学校
川田奈々

島尻地区 那覇地区

4
分科会
（当該年度の九英
連発表者）

高江洲中学校
伊波木綿子

石田中学校
赤嶺太介

伊良波中学校
前大えり

屋部中学校
前田安子

那覇地区 島尻地区

5 実践発表

6 九英連大会開催県 熊本県 佐賀県（全英連） 大分県 鹿児島 長崎県 沖縄県

7
※九英連分科会
　 発表地区

中頭地区
島尻地区
那覇地区

国頭地区
島尻地区

国頭地区 那覇地区 島尻地区

開催のねらい

1 本県英語教育の発展を目指した情報交換の場とする。

2 英語教員の資質向上に資する研修の場とする。

各項目についての説明

1

2

3

4

5

授業者は開催地区から選出する。授業者の学校が開催会場となる。

分科会発表は、当該年度に九英連大会で発表予定者が行う。分科会発表内容を県内でも発表して実践を共有する。

実践発表については、本島内４地区以外の宮古、八重山地区や小学校英語の実践発表を紙面発表（映像発表も可）し、小学校英語も含め広く実
践を共有する。

沖縄県中学校英語教育研究大会　開催地区等ローテーション

※R２年度の九英連中止に伴いローテーションを変更

開催時期については、基本的に九英連大会の週を外し、同時期に実施する。＜参考＞県スキットコンテスト（７月）、県スピーチコンテスト（10月）

開催地区については、本島内の４地区でローテーションする。

宮古、八重山地区や小学校英語の
実践発表を紙面発表
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沖縄県中学校英語教育研究会 


